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         令和５年２月１２日  

      鎌倉論語を広める会  南  忠 



 １ 和道とは 

 

世界は覇道の歴史 
  厳しい自然が争いを必須とする文化 
  人を動かすために宗教も政治利用 

  大航海時代 先住民を植民地化、奴隷化 

  産業革命 経済格差、国力格差、地球環境の破壊 
   西洋思想 人は自然の所有者 理性優先 二項対立 
 
狭くなる地球で混迷する世界 
  旧来の世界秩序が限界 大衆化時代 
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日本人に伝承される「和」の歴史  

•１万６千年前から自然と調和し、争いのない縄文時代 

•自然に生かされている感謝の心・神話・神道 

•聖徳太子による国体の基礎づくり（自立 公民 和） 

•１２６代２７００年続く天皇制国家 国体の継続 

•外来文化を日本化（仏教 仏像 木造建築 かな文字） 

•豊かな感性 短歌、源氏物語、能、茶道、浮世絵、俳句 

        伝統色（４５６色）、工芸、虫の声    
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平成元年 初版 
博進堂 
２２００円  
 

日本に育つ和の文化 
から経験的に 
互恵を創る方法を提唱 
 
１９８９年「和の実学」    
  大和信春氏   
 

 はる研究院代表 
 経営コンサルタント 
  著書「和の実学」「企業理念」 
    「心の自立」「益源」など 



１和道和 道  
  （和合工学）和道と
は      
異質共存的な安定平和を確立 

するために、和力という実力と 

和略という対処策をもって、 

互恵共栄の関係を 

自身の周りから築き、拡大して 

全体に及ぼす秩序づくりのあり方 
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全方位で互恵 



欣度表 
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２ 人を動かすのは心価 



心価の働き 

•与欣；相手にプラスの心価を与える 

•与辛；相手にマイナスの心価を与える 

•受欣；プラスの心価を受け取る 

•受辛；マイナスの心価を受け取る 

•返欣；受欣心価の残留をお返しする 

•貯欣；残留心価 
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心価の法則  
 
  

•心価充足の法則  人は心価の収入が 

          より高い方の行動を選ぶ 

•心価均衡の法則  人は心価の収支が 

          ゼロに近づくように行動する 

•心価循環の法則  相手に与えた心価が 

          相手から返される傾向がある 

•人は心価で動き、行動の精確な理解と予測が可能   
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お役立ち 

辛抱 

心価循環の法則 



心価の生産は 
 富の生産 
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心価 ＞ 物価 
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人と仲良するのが和？ 

聖徳太子の「和」（十七条の憲法） 

•和をなによりも大切にし、いさかいをおこさぬこと 

•仲良くするだけでなく、 積極的に議論して解決すること 

•重大な事項は一人で決定せず、多くの人々と論議すべきこと 

論語の「和」 （子路編２３） 

・君子は和して同せず、小人は同じて和せず 

３ お役立ちと互恵共栄 
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覇道から和道へ移るには 

争いのもと三大不和心からの脱却 
 
利己心  憤怒心  競争心  
 
高い志    冷静な知恵  特異貢献   
 
（大人になる） 

 
   



13 

 人脈三圏 
 

 人のためが幸せ 
 

 

 

 人に求め合う 
 

 

 

 人と奪い合う 



互恵圏への移住方法（１） 

•役に立つ能力やノウハウを身につける 
•払われた労を上回る喜びを返す習慣 
•出会った人に何か役に立つ習慣 
 （出会いの与欣）  
•多くの人は出会いの与欣は捨てられる 
•相手が互恵圏の場合、親切を返される 
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互恵圏への移住方法（２） 

•相手はお返しを新たな与欣として返欣を考える 

•このように感謝のやり取りで交際が深まる 

•続けて一人また一人と互恵圏の人に巡り会う 

•互恵圏の人に出会うと、その互恵圏人脈に交際
が広がる 

•互恵圏が自分にとっての世間になる 
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•徳を積む；与欣に励み「貯欣」を増やす 徳育が必要 

•「心価」により関係者全員プラスが可能 

•「和略」の成立には「心価」が必要 

•どんな相手とも互恵の余地がある 

•互恵は拒まれにくく受け入れやすい 

•互恵の与欣資源は尽きることが無い 

•互恵を促進する影響力は誰でも持てる 

  和道は思想を越えた実学 



処生と和道 

•与欣と与辛予防に努め、互恵関係を満たす 

•夫婦・家庭の和合がはかれる 

•周りの関係を良好にし、目的達成を助ける 

•普段の欣度がプラスで人生は幸せ 
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４ 和道の活用 



和道経営 

•顧客・社員・関係先に互恵（三方良し） 

•経営目的は企業理念の達成 

•心価増幅による富の生産 

•脱競争・特異貢献を推進 

•情報を集約した和略の構築 
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 世界と和道 
 

•和道を最も必要とする国際社会 

•心価は世界共通の素朴な人情 

•国策は全方位外交と国家和力の蓄積 

•旧来の世界秩序が限界、世界終末時計９０秒 

•地球を和道の星にする千載一遇の機会 
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世界に誇れる活用例 徳川家康の和略         
  
異質共存の秩序づくり（大名が相争うとマイナス） 
  
  
 
•参勤交代、転封、賦役、武家諸法度、朱子学、藩校・寺子屋教育 

•鎖国による利益と海外情報独占、米作り経済、中央集権幕藩体制 
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250年の安定平和の実現 
・人口が3倍、藩ごとに産業、教育振興 
・世界最大都市江戸の実現、環境維持社会 
・浮世絵、俳句、歌舞伎など文化が発展 
・外国人も驚く幸福な生活「逝きし日の面影」渡辺京二 



 ５ 和道の拡大は世界を救う 

•世界は覇道＝争いの歴史 天動説 

 西洋思想；一神教 人は自然の所有者 理性優先 

•和道の理解は覇道の人にとって 地動説  

 地動説を理解する人々 

   異質共存 互恵共栄 自然への感謝  

   人の心＝感性・無意識を重視（芸術家など） 
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新型コロナウィルスの警告 

 

•ポール・ナース 「生命とは何か」 2021.3 

            イギリス遺伝・細胞生物学者  

            ２００１年ノーベル賞を受賞 

            ロックフェラー大学学長 王立協会会長       

•生き物の誕生は３５億年前たった一回起きた奇跡 
•全ての生き物は、われわれと親戚関係 
•新型コロナで政治家が科学を軽んじていると警鐘 
•生物の持つＤＮＡの情報量の巨大さを指摘 
  （木々も共生のために情報連絡；超進化論） 
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こころの五重塔 

「無意識はすべてを         
  知っている」       
 町田宗鳳 
 
３世紀  唯識学  
 
２０世紀 フロイト        
     ユング 

無意識が人を動かす（意識から無意識へ）  

無意識の働き 
 

アイデアやひらめき 
超人的能力 
 

村上春樹の 
  無意識との対話 
イチロー大谷翔平の  
  超人的活躍 
 
空気に潜む 
集団の普遍無意識 



和道の拡大が世界を救う 

全体主義国家との交渉は商業的打算レベルより、 

 道徳レベルに引き上げるべき。 

 道徳は法よりも高い（ソルジェニーツィン） 

狭い地球で人が生き残るには和道が必要 

日本人は和道を理解でき、世界に示すことができる 

身近なところから互恵関係を築き、ネットワークを広げる 

若者が希望を持ち、活躍できる本音の社会へ 
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